
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
  

学 校 名 岐阜市立厚見中学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２日（土） 

実 施 概 要 
  

① 家族参観授業  
・全クラスで道徳授業実施   
・学校運営協議会員に案内 

② 親から子への温言、子から親への温言実施 
   ・校内に掲示※参観授業時に保護者に案内 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者               ２５０人  
      計     ２５５人 

地域関係者                  ５人 

実 施 状 況 
 

・本校は昨年度から保護者と生徒が人権について共に考え、学ぶように 

家族授業参観授業（１１月初旬の土曜日）で全クラス道徳を実施した。 

・また、今年度立ち上げたコミュニティースクールの学校運営協議会の方 

々に参観授業実施の案内をして、地域の方々と人権学習を進める第一歩 

とした。 

・本校では人権学習を進めるために、学校の活動の柱の一つとして「温言」 

活動を位置付け、日常生活で仲間のよさに気付き、感謝の気持ちをもっ 

て生活することに継続して取り組んでいる。今年度はＰＴＡが主体的に 

「親から子への温言」「子から親への温言」を実施した。学校内に掲示 

し参観授業の時には保護者の方々に見ていただいた。 

成果及び課題 
  

     

【成果】 

・参観授業で道徳を行い、保護者と共に学ぶ場を位置づけたことで、家庭 

を巻き込んだ人権教育の実践が図られた。 

・温言の意識が保護者と生徒間に浸透してきており、今回行った親から子 

への温言は、心揺さぶる内容が数多く、親子をつなぐ充実した実践と 

なった。参観時には多くの保護者に見ていただき好評を得た。 

【課題】 

・ふるさと教育を地域全体で推進するため、今後、学校運営協議会や地域 

 の方に対して、学校行事に参加していただくような働きかけが必要で 

あると考えている。 

 
  


